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研修宗 「若葉壮J

25年 度第1回研修風景

セミナー開始

道」A中央会根創‖支所千葉職員から説明

小山田講師の講義 マナー講義 石 田講師
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研修開始 パワーポイントを債った議義

地方独立行政法人北海道立総台研究機構畜産試験場 (新得町)

24年 度酪農ヘルパー専門技術員養成研修 (新得口]②)

場  所   北 海道立総合研究機構畜産試験場セミナー室

期  間   平 成数年10月1日～5日

参加人員  12名

l SS 更 別酪農ヘルバー有限責任事業組合

私はこのヘルパー講習で学んだことがたくさんありました。

まず、一つ目は、コミュニケーションの大切さや人とのやり取りはとても重要なことだと思い

ました。コミュニケーションをうまく出来ないと、仕事面でも不便なことが出てきたり、ミスを

してしまったりと自分だけでなく職場にも迷惑をかけてしまうので、会話の大切さを改めて実感

しました。

二つ目は、私もそうですが、後継者向けの講義です。私は将来の後継者で、作業面はヘルパー

で学べるのですが、基礎的部分を詳しく学びたかったのでこの議習を受けて本当に良かったと

思っています。

今回の議習を活かし、これからの作業や実家を継ぐ時に役立てたいと思います。

2 TS 十 勝清水町酪農ヘルパー有限責任事業組合

講義に関しては、学校で習った事や今までの仕事で学んだ事が大半でしたが、忘れていたこ

と、知っているつもりで勘違いしていたこと等も多くあり良かったと思います。

視察も普段見ないような場所に行けて大変興味深かったです。ただ、少しくらい現場での実習

があれば気分転換にもなり、良いと思います。

また、普段、他の組合のヘルパーさんと会う機会はほとんどないので、このような集まりでい

ろんな人と知り合え、情報交換等出来るのは有難いことだと思います。

3 KN 有 順会社鹿追町デーリィサービスカンパニイ

私はこの研修会で酪農ヘルパー自体は勿論キそのものについて勉強が出来ると期待していまし

た。

実際、講義の内容はとても濃いもので難しいのですが、子牛や育成牛、牛乳の出来る仕組み、
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で毎日が不安でしたが、仕事が出来るようになってくると少しずつですが楽しい時も出来てきま

した。

その時、略農ヘルパーをしている人に出会いました。たまに牧場で一緒に仕事や話をしていく

うちに酢農ヘルパーという仕事に興味を持ちました。

実際、酪農ヘルパーに就いて農家ごとに人や牛、仕事ややり方も違うので償れるまでが大変で

すが、牛のかわいらしさに助けられています。

今回の研修は、社会人になって初めて団体生活を送りながらの研修で始めは不安で
一杯でし

た。約一週間、生活を共にして人とのコミュニケーションの大切さが理解出来たと思います。他

のヘルパーの仕事や生活等を話したりしましたが、地域によって違いがあることに驚きました。

農家数やヘルパーの人数も違うので追いがあって当然かなと思いました。

約一年十の経験はありましたが、酪農や牛の事については知‖識不足でしたが、先生の講義を聞

いて知らなかった事が少しですが、理解出来たと思います。

普段の仕事は観察が一番大事だと思いました。酢農ヘルパー研修で得た知識をこれからの仕事

に活かし、一日でも早く農家さんに信頼される酪農ヘルパーになれるよう精進して行きたいと

思っています。

■

旧畜虐試験場 研修が行われている畜産試験場本館

本館前 首虐試験場視察研修広場
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理解度チェック開始 セミナー風景

酪農ヘルバー認定証授与 左は清水課長、右は山内センター長

平成24年 第3回度酪農ヘルパー専門技術員養成研修会

場  所

期  間

参加人員

ホクレン畜産技術実証センター

平成数年11月5日～16日

8名

l SO 士 幌町酪農ヘルバー利用組合

2週間という長い時間をいただき、貴重な研修を受けることが出来、うれしく感じております。

ヘルパーとして活動している期間も1カ月と短く、知識が少ない状況での受講はどれも今後の

ヘルパニ人生の大切な糧となるものばかりでした。

特に印象に強く残っているのは、酪農概論の講習内で行われたディスカッションです。テーマ

は 「牧場の黒字を伸ばすためには」というものでしたが、今までヘルパーとして仕事をする上

で、牧場は作業する場という気持ちが強かったと思います。そんな中、このようなテーマでも

ちよっと視点を変えて考えてみると、今までは 「何でそんな事言うのJと 思っていた酪農家さん

の言葉も、実はもっとこうしたいという熱意の表れだったのかな、と感じることが出来ました。

これから、実際に酪農家さんへ行った際にもこの経験を踏まえてコミュニケーションをとってい

きたいと思います。
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地方独立行政法人北海道立総合研究機構根釧農業試験場 (中標津町)

根釧農業試験場

セミナー風景 セミナー振果の中央小山田講師

試験場講師による議義 研修生の宿舎 (中標津町)
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講義風景

t H ―

石
‐

控乳施設の着仮

な場のサイロ 牛舎入り回の消毒糟を通って

平成24年 度酪震ヘルパー専門技術員養成研修

場  所  公 益財団法人中国四国酪農大学校

期  間  平 成み年9月3日～14日

参加人員 8名

1 1K 奥 出雲酪農組合

ヘルパー研修に大変勉強になりました。改めて乳牛を飼うというのは高等な技術が要り、まだ

まだ勉強 14X験不足だと感じました。

①講習

農家さん達はいろいろな飼い方をするのでイ可が本当かよくわからなくなりますが (もちろん、

正解はないのかも知れませんが)、改めて搾乳方法等、「あ、これで良かったんだJと 思えまし

た。これは他の参加者ヘルパーさん達との毎日の生活でもいろいろと話を開けてやっぱり確立さ

れた技術もあるんだなと思いました。

②蒜出地域 (岡山)に おける酪農について

島根がどちらかというと田舎で業界的には遅れているのかも知れませんが (少なくとも中国地

方においては特にそうですね)、自分が回る農家との差 (経営規模、技術レベル、牛舎や搾乳横
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平成24年 度酪農ヘルパー養成研修 (初任者研修)

場  所  lRl北海道農業協同組合学校 (JAカレッジ)

期  間  平 成25年2月18日～2月22日

参加人員 12名

(平成24年度酪農ヘルパー初任者養成研修カリキュラム〉

期  間 :平成25年2月18日 (月)～ 2月22日 (全)

場  所 J A カレッジ

一般財団法人北海道震業協同組合学校 (」Aカ レッジ)

区
分

2月18日 (月 ) 2月19日 (火) 2月20日 (水) 2月21日 (木) 2 月2 2 日 (金)

年
前
の
部

受

００

合

１２

真

く

9 '00～10:30

「酪漫情勢J

確晨学国大学
営業経済学科
教授 光本 和私

9:00～ 10i 30

「酪農楼破の■ り

扱いと整側
軒世字国大学

酪晨学科

教授 高橋 三二

9100～ 10, 30

「乳■の疾病

予防と対策」
磁出学国大学

獣医学科
教授 及川 イⅢ

9 1 00～10 i 50

「社会人としての

役■と行動」
小山田慶次

10,40～12 1 00

「陥営モ甘J

確農学国大学

世業経済学科
教授 克木 和秋

10 1 40～12 1 00

際 炭処理の基本J
酪農学図大学
酢世学F「
教授 高柄 主ニ

10 1 40～12 1 00

「平し十の改良と

十科統定」
酪漫学国大学
陥農学科
教授 寺脇 長1■

11 1 00～12 1 00

理解度チェック
アンケート

閉講式

修T証 言 記 i書 授与

昼
食 〇 〇 O 〇 X

午
後
の
部

13 1 00～13 1 15

円識式

13 1 00～14 !50

「+乳 生産と
全品衛上法J
陥農学国人■
食品利学学科
前師栃派 ■志

13 ,00‐ヤ14:50

「平しキの繁殖笛田
酪捜与国大学
酪農学,
教授 刀ヽ山久一

13 :00～14:50

「乳■の栄養と
飼■卜給与J
確農学四大学
ll属農場
教寝 町英二

13 1 20-ヤ15 1 50

「コミュニケーション

の重要性J
的石ロヨンサルタント
オフィス

石田 邦妊

16 : 00--17 : 00

「酪農ヘルバー事業
の肛要」

酪営ヘルパー全国協会
沼崎 武

15 ! 00-ヤ17 : 00

「ヨL■のモニタリングJ

酪農学田大学
酪A学 科
教授 扇 勉

15:00～17' 00

阻 房のlprrたと

必=L生理」
酪上学国大学
附屈農場
推教拒 泉 賞一

15 1 00～17:00

「インテリジェント

■合兄学」
酪世学国大学
ll屈農場
教授 呼 英二

そ
の
他

18:00なヤ

意見交換会

」Aカ レッジ研修施設玄関
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セミナーでの各自意見開陳風景 理解度チェック

セミナー会場案内 ベテランヘルバーの中級セミナー

平成24年 度酪農ヘルパー養成研修 (中級者研修)

場  所  側 北海道農業協同組合学校 (JAカレッジ)

期  間  平 成25年1月28日～2月2日

参加人員 13名

l YS 側 浜中町酪農ヘルパー利用組合

今回、酪農ヘルパー中級者養成研修に参加して、酪農情勢や酪農経営の勉強や、インテリジェ

ンス牛舎の見学、中堅職員に求められるリーダーシップとコミュニケーションの話等を講義して

いただきました。

情勢の話の中で、TPPFnl題等で日本が参加したら酪農の経営自体が危ないと聞き、自分達の

仕事も無くなってしまうのではないかと心配になってしまいました。

コミュニケーションの話では、自分も2回ほど講義を受けており大事さはわかっていたつもり

でしたが、まだまだ甘かったとわかりました。自分の話す態度で相手を不愉快にさせてしまうこ

とや身だしなみ等でも不愉快にさせてしまうことがわかりました。今後は、自分のことだけを考

えずに部下のことをよく見て、よく話を聞いて、良いことは誉め、ダメなことはきっちりと叱

り、信頼関係をしっかり持って仕事に取り組みたいと思いました。
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まず、一つ日として、天気に恵まれました。研修中はほとんど雪が降らず、そして温かったこ

と。二つ目は毎日健康的に、朝昼夜しっかりご飯を食べ、お風呂にゆったり浸かり、睡眠もしっ

かりとれて三日酔いにならずに過ごせたこと。そして三つ目は道内外の様々なヘルパー組合から

派遣されてきたヘルパーの人々です。

各組合の話をF41いていると、幌
7/1Eは大変だなと思っていたことが、他の組合も同じで、大変な

思いをしてきたんだなと思いました。そして他の人達はとても熱心に研修に参加していたので、

自分も頑張ろうと刺激を受けました。

今回、参加した人達は平均年齢が高いためかとても落ち着いて研修を受けて、時間も守り、深

酒をせず、皆うまくかみ合っていい時間を過ごせたと思います。

今回の研修は、私にとって、とても勉強になり、他のヘルパー仲間違の存在がとても大きく感

じ、幌廷に帰ったら自分も負けずに頑張ろうと思います。また、どこかで会うことがあれば酒を

酌み交わしながらヘルパー話をしたいと思います。

13 KN 湧 別町酪農ヘルパー利用組合

この中級者研修を受けて、ヘルパーと農家は互いに勉強と理解をしなければいけないと思いま

した。日々変わる農業の世界では昔のやり方のままではいけないし、それをわかろうとしなけれ

ば絶対いけないと思います。

我々ヘルパーが少しでもわかっていれば、開かれたら答えられるし、お互いにコミュニケー

ションがとれて、信頼関係が生まれて、ヘルパーはいい仕事環境、酢農家さんはより良い仕事環

境と生産が出来ると感じました。

今回の研修を活かして、後輩と先輩ともっとコミュニケーションをとり、意見を出し合ってミ

スを無くし、酪農家の信頼と安心を得られるよう、皆で協力して頑張っていきたいです。

一般財団法人北海道農業協同組合学校 (UAカ レッジ)

JAカ レッジ研修施設玄間 研修会場
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蔵工酪農センター搾学L牛舎

(写真は25年 度研修)

恵

蔵二連峰を望む

蔵二酪農センター小原理事長挨拶 平間課長オリエンテーション

搾ヨし作業開始
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